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1. 計画（Plan)
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令和5 令和6 04 05

7 文化芸術の振興と文化財の保護・継承

文化課 0285-83-7732

生涯学習課

１）市民　２）文化財の管理者・継承団体等

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和6

人口 人 78,995 78,592 77,635 77,578

指定・登録文化財 件 226 226 226 226

文化芸術活動の推進により、市民だれもが文化芸術に触れ親しみ学ぶ機会を拡充する。
文化財の適切な保存管理と伝統文化の継承をする。

文化芸術活動推進について
・市民会館利用者・市民会館利用人数は、指定管理者月例報告より把握する。
・文化協会会員数は、総会時加入団体から報告された人数。
・久保記念観光文化交流館美術品展示室と久保資料室、まちかど美術館はそれぞれ入場者数とする。
（文化財の保護・継承については、指定・登録文化財や地域の伝統文化など既にあるものを保存継承していく
ことが目標であるため、総合計画策定において個々の成果目標は設定されなかった。）

平成30
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

令和6

市民会館利用人数 人 89,068
90,856 92,642 94,428 96,214 98,000

98,000
15,657 35,423 53,975 74,245

文化協会会員数 人 2,130
2,144 2,158 2,172 2,186 2,200

2,200
1,975 1,749 1,717 1,696

文化協会加入団体数
団体 131

131 133 135 137 140
140

118 102 100 98

久保記念観光文化交流館
美術品展示館入場者数 人 16,553

17,242 17,931 18,620 19,309 20,000
20,000

2,909 6,920 11,714 14,036

久保記念観光文化交流館
久保資料室入場者数 人 17,138

17,710 18,282 18,854 19,426 20,000
20,000

3,137 7,246 5,431 5,953

まちかど美術館入場者数
人 2,579

2,661 2,748 2,832 2,916 3,000
3,000

386 761 1,309 2,253

・市民は、自ら積極的に文化芸術に興味を持ち活動する。地域の歴史や文化への理解を深め、文化財を保護継承す
ることの大切さを認識する。
・行政は、文化芸術活動の企画運営、環境整備を行う。また、文化活動を担う人材、文化団体の育成支援を行
う。文化財所有者（管理者）等が実施する保存管理や事業について指導助言を行い、文化財の保護や啓発機会を提供
するための環境を整備する。
　



（１）施策目標達成に対する要因分析と課題（①構成事業が与えた影響、②外的要因を踏まえて検証）

（２）今後の方向性（（１）の要因分析を踏まえ、施策目標達成に向けた方針を示す）

2. 実行（Do）→個別事務事業の実施による（事務事業マネジメントシート参照）

3. 検証・評価と今後の方向性（Check & Action)

〇市民会館利用人数について
【要因分析】市民会館利用人数については、令和５年５月８日以降に感染症法上の位置づけが５類感染症に移行となり、令和４年度と比較すると約１．３倍に増加し、少しづ
つ戻りつつあるが、目標値には達しなかった。コロナ禍での感染症対策として利用人数制限を設けた際の名残で、以前は小ホールの利用であったものから大ホール利用へ移行
されていたケースが見受けられるため、今後、通常の収容人数にあわせた適切な利用の整理を行い施設の有効利用を図る。市民や団体が利用促進を図っていくにはいつでもどこか
らでも施設の利用予約できるサービスが求められる。
【課題】施設のオンライン予約を進め、市民や団体の利用促進及び利便性を高めていくことが求められる。魅力ある自主事業の開催により様々な芸術鑑賞ができる場所として来館者
の増加に繋げていくためにも指定管理者との連携を図る。

〇文化協会会員数及び加入団体数について
【要因分析】会員数及び加入団体数は各々減少傾向にある。従来より価値観の多様化や高齢化の進展により会員数・団体数が減少傾向にあったことに加え、新型コロナウイル
ス感染症の影響で、長期間団体の活動や練習ができなくなった等の理由から団体の解散につながり、文化協会の退会が生じている。
【課題】文化協会への加入団体を増やすための取り組みを継続する。

〇久保記念観光文化交流館美術品展示館及び久保資料室の入場者数について
【要因分析】展示館は令和４年度と比較すると約１．２倍に増加したが、目標値には届かなかった。計画的に企画展やワークショップを開催した。また、まちかど美術館との
連携を図り関連する企画展の開催、観光コンシェルジュによる門前ツアーと併せてギャラリー・トークツアーを開催するなど、回遊性を高める取り組みも行った。まちかど美
術館とのスタンプラリーも実施している。
久保資料室については令和４年度と同様の入場者数であり、目標値は達成できなかった。
【課題】今後も入館者数を増やすため観光部門との連携強化に取り組む。久保資料室の展示品は平成３０年度から同様の展示であるため内容について今後、検討していく。

〇まちかど美術館入場者数について
【要因分析】まちかど美術館は令和４年度と比較すると約１．７倍に増加したが、目標値には届かなかった。計画的な企画展の開催、ギャラリートークツアーの定期的な開催
を行い、さらに１階まちなか保健室と連携しワークショップも実施している。また、３階市民ギャラリーの広報周知にも努め、開館以来初めて６団体が利用した。（年間利用可能
日数３０３日のうち、利用日数１７６日）
【課題】今後も入場者数を増やすため、認定まちかど美術館及び観光部門との連携強化に取り組むとともに、市民ギャラリーの利便性向上に取り組む必要がある。

〇市民会館利用人数について
・指定管理者と連携を密にし、指定管理者が有する企画・運営力を活用し魅力ある事業を実施するため、HPやSNS等を活用しながら広報周知を図る。指定管理者と定期的に会合を持ち、管
理運営上の課題を共有しながら利便性の向上を図り、市民が利用しやすい市民会館として維持管理に努める。施設予約については、オンラインを活用した仮予約のみの受付を令和
７年度から開始し、更なる利便性の向上を図る。

〇文化協会会員及び加入団体について
・新規加入対策として、市内で活動している文化協会未加入の文化団体等に対し、入会案内の通知により勧誘する。文化協会のホームページを拡充し各団体の活動内容や会員
募集案内、展示会及びイベントについて掲出するほか、SNSも活用し、各団体の情報発信を支援していく。

〇久保記念観光文化交流館美術品展示館及び資料室について
・魅力ある企画展やワークショップの開催等により入場者を増やすだけでなく、訪れた人が市内近隣の民間美術館（真岡市認定まちかど美術館）を含めた市内施設の回遊性を高め
る「もおかアート散策マップ」を用いて鑑賞を楽しんでもらう。また、美術品展示館及び２階資料室もスタンプラリーに加え、各美術館のほか、観光協会窓口等で配布し、連携を
深める。さらに、観光コンシェルジュと連携したギャラリートークツアー等を通して、美術品展示館を観光拠点として位置付ける。

・県内外の美術館等との関連企画展を開催したり、市で所蔵している美術品および他館が所蔵する久保貞次郎が支援した芸術家の美術品を相互貸借するなど、瀬戸市美術館、名古
屋市美術館をはじめ、全国の美術館等と連携も図る。

・一般財団法人地域創造が提示する公立美術館の所蔵品を活用する共同巡回展に「真岡市所蔵没後３０年記念久保貞次郎コレクション」（仮称）に所蔵品を提供し、本展を通し
て久保貞次郎の幅広い功績を伝えるとともに久保記念観光文化交流館美術品展示館の存在を広く浸透させる。（「公立美術館活性化事業」については令和６年１１月末日まで参加
館の募集予定。令和７年度準備・８年度開催）
なお、２階の久保資料室の展示については地域創造事業の所蔵品が返却されたのち、資料等の入れ替えを行い、展示室を整備していく。

・市役所１階待合室のデジタルサイネージで美術品展示館等について紹介する。

〇まちかど美術館について
・久保記念文化観光交流館美術品展示室とまちかど美術館とで関連企画展を進め、美術品について理解を深めるとともに市民の美術に対する関心を高める。また、学芸員が展示の
見どころを解説しながら案内するギャラリー・トークツアーを引き続き開催する。加えて３階の市民ギャラリー貸館制度については、小学校・中学校・高等学校を含め各種市民
団体等に周知し利用促進を図る。１階の「まちかど保健室田町館」では学芸員によるワークショップを引き続き行い、相互に連携を図りながら市民へ美術館の周知を拡充する。



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和5

1 指定文化財修繕支援事業 文化課文化財係 国、県補助金を受け修繕された文化財
の件数 件

1 現状維持 

市補助金を受け修繕された文化財の件数

件
0 現状維持 

新設、修繕した文化財解説板等の件数

件
3 現状維持 

2 無形民俗文化財保存育成支援事
業

文化課文化財係 指定無形民俗文化財保存団体数

団体
9 現状維持 

その他の無形民俗文化財保存団体数

団体
6 現状維持 

指定、その他の無形民俗文化財の後継者
数 人

298 現状維持 

3 文化財保護啓発事業 文化課文化財係 歴史教室開催（参加者延べ人数）

人
481 現状維持 

文化財めぐり開催（参加者延べ人数）

人
69 現状維持 

4 大内資料館管理事業 文化課文化財係 登録文化財大内資料館の適切な保存の
ための修繕 箇所

0 現状維持 

敷地の適正管理のための樹木剪定、除
草作業委託 回

3 現状維持 

利用者数
人・回

28人・5回 現状維持 

5 金鈴荘管理運営事業 文化課文化財係 修繕により復元した箇所数

箇所
2 現状維持 

見学者数
人

7,094 現状維持 

撮影等使用者数
人・回

115・10 現状維持 

6 桜町陣屋跡管理事業 文化課文化財係 見学者数
人

5,101 現状維持 

報徳田活用イベント参加者数

人
790 現状維持 

7 真岡市美術展開催事業 文化課文化振興係 出品作品数 0 事業のやり方
改善 

開催日数 0 事業のやり方
改善 

１日あたりの入場者数 0 事業のやり方
改善 

8 真岡市文化祭開催事業 文化課文化振興係 文芸・展示部門出品数、将棋大会参加者
数 人

1,285 事業のやり方
改善 

ホール部門出演演目数
演目

46 事業のやり方
改善 

入場者数
人

1,170 事業のやり方
改善 

9 真岡市音楽祭開催事業 文化課文化振興係 観客数
人

922 現状維持 

参加者数(出演者＋運営スタッフ）スタッ
フは出演しない団体から 人

611 現状維持 

10 真岡市文化協会運営補助事業 文化課文化振興係 文化協会加入団体数
団体

98 事業のやり方
改善 

会員数
人

1696 事業のやり方
改善 

11 移動音楽鑑賞教室実施事業 文化課文化振興係 市内中学生のうち参加した中学生の割合

%
17.4 現状維持 

12 市民芸術鑑賞事業 文化課文化振興係 真岡市芸術鑑賞会個人会員数（742人）
＋法人会員（６事業所×５口＝30口） 人

772 現状維持 

映画会来場者のうち会員の割合（3,500
人/4,583人） ％

76.4 現状維持 

13 子ども未来育成事業 文化課文化振興係 市内小中学校の内利用した学校数

校
5 事業のやり方

改善 



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和5

派遣回数
回

78 事業のやり方
改善 

14 音楽文化振興事業 文化課文化振興係 クラシック音楽鑑賞教室参加者数

人
283 現状維持 

若手演奏家支援事業参加者数

人
418 現状維持 

15
栃木県立美術館収蔵品展（アートリンク

とちぎ）事業

文化課文化振興係 入場者数
人

794 現状維持 

16 美術品展示館・久保資料室運営事
業

文化課文化振興係 美術品展示館入場者数
人

14,036 現状維持 

資料室入場者数
人

5,953 現状維持 

17 まちかど美術館運営事業 文化課文化振興係 入場者数
人

2253 現状維持 

18 市民会館管理運営事業 文化課文化振興係 市民会館の利用人数
人

74,245 現状維持 

市民会館の利用回数
回

525 現状維持 

19 美術館めぐり 文化課文化振興係 開催回数
回

2 現状維持 

参加者数
人

88 現状維持 

募集人員に対する申込み者の割合

%
113 現状維持 

20
ワークショップフェスタ・子ども美術館

開催事業

文化課文化振興係 ワークショップフェスタ参加申込者数 33 事業のやり方
改善 

子ども学芸員への申込者数 6 事業のやり方
改善 

もおか子ども美術館会期中１日当たり
の入館者数

47.4 事業のやり方
改善 


